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R24a ASTEによるGRB980425母銀河のCO(3-2)輝線探査
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ガンマ線バースト (GRB)は大質量星の終末に起因することから、母銀河の星形成活動と密接に関連すると考え
られ、宇宙の星形成史を探る新たな手段になり得ると期待されている。しかし、GRB母銀河の性質については未
解明の点が多い。例えば母銀河の星形成率 (SFR)は、ダスト減光を受けにくい波長 (サブミリ波、電波、X線な
ど)から求めた値と、可視光 (減光を補正したHα)から求めた値とが、しばしば 1桁～2桁以上食い違うことが知
られている。これは、母銀河に多量の分子ガスが存在し、可視では埋もれた星形成が存在する可能性を示唆する。
我々は、GRB980425母銀河 (過去のX線およびHα輝線観測の比較から、埋もれた星形成の存在が示唆され、
かつ距離が最も近い GRB 母銀河) の 12CO(3-2) 輝線探査を、Atacama Submillimeter Telescope Experiment
(ASTE；南米チリに設置された口径 10mのサブミリ波望遠鏡)を用いて行った。銀河全域をカバーする 5点の観
測を行い 1点あたり約 4時間の積分をかけた結果、複数の観測点で母銀河の redshiftに一致する輝線の兆候 (S/N
∼ 2-3 σ)を捉えた。これがリアルなら、GRB母銀河における CO輝線の初検出である。輝線兆候から求めた分
子ガス量は 5.1 ± 2.5 × 108M⊙、Schmidt lawを用いて導出した SFRは 0.31 ± 0.11M⊙/yr である。これは過去
のHα観測での SFR=0.35M⊙/yrとほぼ一致し、この母銀河には可視では埋もれた大量の星形成は存在しないこ
とを意味する。この結果は、隠された星形成の有無の観点で、GRB母銀河には多様性があることを示唆する。


